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お B 专示パネル 


* 図は全ての;夜晶を点な状態で示してあります。 


電池マーク-, - -自動フラッシュ表示マーク 

撮影モード指標- 

赤目國減撮影表示マーク- 

日中フラッシュ撮影表示マーク 
(フラッシュ巧電中表示） 

セルフタイマー撮影マーク- I ---—-——-一~一 遠景撮影マーク 

I I i 

ポートレート夜景撮影表示マーク- ' I I - + 1.5 露出補正撮影マーク 

フラッシュなしの撮影表示マーク 





フアインダーと表示ランプ 
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1. 由严のスれぶ 


♦電化を入れた時、交換した時は必ずオートデートの 
修正をしてください。 



ストラッブ調節具の突起部で電池 電池の+、一を電池室内の表示に パワースイッチを押して電源 ON に 
室カバーの開放ボタンを矢が方向 合せて正しい向きで入れ、電池室 し、撮影表示パネルを確認してく 
に押すと、電池室カバーが開きま カバーをカチッと音がするまで閑 ださい。 

す。 じてください。 電池マークが黒く点灯していれ 


ば、電池容量は 0 K です。 


A 巧発して大けがのをおがあります。電池を义の中に入れた 

り、シヨート、みお、加熟、充電をしないでください。 
A .、 牛^発熱発义の危険があります。指をかの電池を使用しないで 
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E 胃 を換時巧 



電化容量なし 
(シャッターは 
きれません） 


使用電池は、リチウム電池 ( CR 123 A 
または、 DL 123 A : 3 V ) 1本です。 

* 撮影途中で電池マークが2/3白〈なった 
ら、最後まで撮影してフィルムを巻き戻 
した後、電化交換して〈ださい。また、 
電ミ也マークが全て白〈なったときは、途 
中巻き戻しスイッチを押して、フイルム 
を巻き戻したを電化交換して〈ださい。 


* 長期間の旅行や、た〈さんの写真を撮影 
するときには、予偽の電池をご用意して 
お〈ことをおすすめします。 

* 連続してフラッシュ撮影すると電地容量 
が少ない表示になり、自動的にパワー OFF 
になることがあります。その場合、しば 
ら〈待ってから再度電源 ON にして < ださ 
L 、。 電源 ON にしたときに、電あ容量が十 
分な表示になれば、そのまま撮影が続け 
られます。 

* 寒冷地では電化の性能が巧下しますの 
で、カメラを巧温しながらご使用くださ 
い。まれに、電ミ也の容量が十分でも、電 
ミ也の容量が少ない表示になることがあり 
ます。 


電池交換するときのご;‘主意 

1) 電化交槪するときは、 必ず電源を OFF にし 
てから 巧って〈ださい。 

2) 撮影途中のフィルムが入っているとき 
は、電ミ也を手早〈 （20 砂な巧）入れ替えて 
ください。 

3) フィルムが入っているときに電池交換す 
ると、電源を ON にしたときに、フィルム 
カウンターが‘‘ 1" になることがありま 
すが撮影は続けられます。 

4) フィルムの終わり近 < で電ミ也交換する 
と、フイルムカウンターが ‘‘0’’ のまま 
点滅することがあります。このときは、 
フィルムを途中巻き戻しして〈ださい。 




—トデ—卜 


日付-時刻を合わせて〈ださい。 


2049年までの日付-時刻を記録し、 



オートデート切替え-修正スイ ッ 
チの MODE スイッチを押すと、年月 
日、日時分、写し込みなしなどが 
選択できます。 

* スイッチの操作は、ストラップ調節具の 
突起部で巧して〈ださい。 


画面に写し込むことができます。 



デートが写し込まれる位置に、白 
や黄色などの明るい背景が〈ると 
デート义字が見えにく くなる場合 
がありますのでごミ主意ください。 


表示モードの切替え 



J 曰•月•ま 









日付-時刻の修正方法 


.3 巨" 1 ! 

' - 一 -^— 1—y 

1 . が1 / 

36- 1 

MODE SELECT SET 

—ン 1- 、- 
MODE SEL 正 T SET 

す 〇 〇 

(□)• 〇 




(電池を巧 


めて入れたとき、交換したときは必ず修正して〈ださし、) 



MODE SELtCT SET 

◎ o • 



pMODE スイッチを巧して、年月日 
を表示させます。 

PSELECT スイッチを押して、修正 
する数字を点滅させます。 

PSET スイッチを押して、点滅して 
いる数字を修正します。 

* SET スイッチは、合せたい致字になるまで 
数回巧して〈ださい。 

* の操作を燥り返して、年月日を修正 
して〈ださい。 


P 修正が全て終わったら、巧度 
SELECT スイッチを押してくださ 
し、。数字の点滅が点灯となり、 
の写し込みマークが現れて 
写し込み可能な状態になりま 
す。 

* 年月日修正後は必ず時刻も修正してくだ 
さい。 

時刻の修正は、 M 如 E スイッチを巧して、 
日時分の表示にしてから^^の操作を 
繰り返して修正して〈ださい。 


写し込みマーク 


?.■! I し I :旧 


* 分を修正した後は、 SELECT スイッチを押 
すと、：が点ミ威しますので、もう一度 
SELECT スイッチを巧して〈ださい。点滅 
が点 I 灯に変わり写し込み巧能な状態にな 
ります。 

* 砂まで合わせたい場合は：の点滅時に時 
報のゼロ砂時に合わせて SET スイッチを 
巧して力、ら SELECT スイッチを}申して〈だ 
さい。 






Dxai 乂感を 

25 

50 

100 

200 

400 

800 

1600 

32 00 

使用フィルム感ち 

25 

50 

100 

200 

400 

800 

1600 

3 2 00 

( ISO ) 

32 

64 

125 

2 50 j 

500 

1000 

20 00 

- 


40 

80 

160 

320 

640 

1250 

2 5 00 

- 


DtXlDDDDDD 巧师□□□日 

□□□□□□□□ 


• フイルムの I 


〇 D 
□ D 


□ □ 


□ □□一—!日 
□ □□日 □ 
Q □ □ □ □ 
の□□の日 

ひ □ □ D 日 


5 日 
□ □ 

□ □ 〇 
□ □ 〇 
□ □ 〇 
D □ 〇 

□ Q □ 

□ S ' 日 

□ □ □ 
□日 □ 
□ □ □ 
〇 〇 〇 
〇 〇 〇 


□ 

D 〇 
D 〇 
D 〇 
〇 〇 
〇 D 

□ 



□日 

□日 


则回 
□日 
□日 
□日 
□日 
□ □ 


D 

D 

D 

D 

□日 
□ □ 


日 

□ 

日 

日 

□ 

日 

□ 

日 

□ 

日 

□ 

日 


D 

□ □ 
□ □ 
□ □ 

い日 


(D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□日 
□日 
□日 
□日 
□ □ 


□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 


□ 


□ 





r 


*llIU I 

11110000 eseeeeeee I 



フィルムを少し引き出し、先端を 
カメラ内部の先端マーク （ IaFILM 
TIP ) に合わせて〈ださい。 


r 


* 電ミ也を巧めて入れたときや電ミ也交換し 
た後にフィルムを入れた場合、裏ぶた 
を閉じてもフィルムが自動的に送られ 
ないことがあります。 

このようなときは、フィルムを入れて 
裏ぶたを閉じたを、パワースイッチを 
巧して電源 ON にして〈ださい。レンズ 
が撮影位置に燥り出された後、フィル 
ムが1枚目まで送られます。 


* DX 導入感度が IS 025 にセットされるフ 
イルムをご使用の場合は、フイルムを 


裏ぶたを開にるとフイルムは1枚 
目の撮影位置まで自動的に送られ 


入れて裏ぶたを閉じた後に、電源如 J に 
してからシャツターボタンを1回巧し 
て〈ださい。フイルムが1枚目まで送 


ます。 


られます。 
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4. 巧げ 
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日中撮影の距離 


焦点距が 

巧を巧お 

38 mm 〜110 mm 

0.8 m 〜〇〇 


* 撮影距雜が 0.8 m 〜 1 m のときは、巧距離 
撮影となります。 


* シャツターをきつたときにファインダ 
一が動〈場合がありますが、撮影は最 
巧に決めた宿図で巧われます。 


シャ ッ ターボタンを半押しすると 
緑ランプが点灯し、自動的にピン 
卜が合います。 

* シャツターボタンは、半押しのままにし 
て〈ださい。 


シャツターボタンをさらに深く詩 
かに巧し込み、シャツターをきつ 
てくださし、。 

* 撮影が終わるとフィルムが1コマ自動の 
に送られ、フィルムカウンターの数字が 
1つ進みます。 


* シャッターボタン半押しで緑ランプが 
点滅したときは、被写体が巧すぎてピ 
ントが合わない警告ですから、シャッ 
ターはきれません。シャッターボタン 
から指を離し、被写体からかし離れて 
シャッターボタンを押し直して〈ださ 
い。 
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暗い所でシャツターをきると、フ 
ラッシュが自動的に発光します。 


* フラッシュ発光のときのシャッター速度 
は、広ち側で最長1/30秒まで、望遠側で 
最長1/60がまでとなりますのでカメラぶ 
れにごミち意〈ださい。 

* 人物のフラッシュ撮影には、赤目軽減撮 
影をおすすめします。 

* 撮影モード指標が、タマークの所で点滅 
しているときは、巧電中ですからシャツ 
夕一はきれません。 


フラッシュ 撮影の距難（ネガカラーフィルム使巧の場合) 


焦点距離^ 

フイルム 感度 

撮影距離 

3 8 mm 

1 S 0100 

0 . 8 m 〜 5.6 m 

IS 0400 

0 . 8 m 〜1 1.2 m 

110 mm 

に 0100 

0 . 8 m 〜 1.9 m 

ISO 400 

0 . 8 m 〜 3.8 m 





6. フォーカス□ジ 1 


被写体が画面中央から外れるときは、フォーカス 
ロック撮影をしてください。 



ピントを合わせたい被写体にオー 
トフ ォーカスフレー ムを合わせ、 
シャッターボタンを半押しにして 
〈ださい。緑ランプが点灯し、ピ 
ント位置が固定されます。 

* シャッターボタンは半巧しのままにして 
〈ださい。 

* フオーカスロックと同時に露出も固定さ 
れます。 



シャッターボタンを半押しのまま 
希望の構図にミ夫め直し、シャッタ 
ーボタンをさらに深く静かに押し 
込み、シャッターをきって〈ださ 
し、。 

* 半押しした巧をシャッターボタンから雜 
すとフオーカスロックは解除され、やり 
直しができます。 


才ートフォーカスが正しく 
働きに< い被写体 

① 光を民がしに< い黒いもの 

② ルさいもの、細いもの 
⑤発光体 

④ 光沢のあるもの 

⑤ 雨、霧、煙等の実体のないもの 
これらは測距しに〈いので、等距離の測距し 
やすいものに向けてフオーカスロックをし 
てから撮影をしてください。 

また、ガラス越しの撮影の場合は遠景撮影モ 
ードで撮影してください。 


* 構図を決め直すときに、撮影距雜がをわ 
らないようにごを意〈ださし、。距難がを 
わったときは、やり直して〈ださい。 





. 迁が雜 


* 0. 8 m まで近づいて近距離撮影ができます。 



0.8 m 〜1 m に近づいてピントを合 
わせたい被写体にオートフォーカ 
スフ レームを 合わせます。 

* レンズを望遠刷にセットすると被写体が 
より大き〈写ります。 

* =脚を巧い、セルフタイマー撮影をする 
と、カメラぶれを防げます。 


ファインダー内の近距難補正マー 
クより下側で構図をミ夫め、シャツ 
ターボタンを押してください。 

* 宿図上、被写体がオートフホーカスフレ 
—ムからかれる場合は、フオーカス□ッ 
ク撮影をして〈ださい。 



シャッターボタンを半押しして、 
緑ランプが点減したときは… 

* 0.8 tn より近すぎて、ピントが合わない譬 
告ですから、シャッターはきれません。 
シャッターボタンから指を難し、被写が 
から少し離れてシャッターボタンを巧し 
直して〈ださい。 





8. フイルムのかりごし Ti 
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途中巻き戻しの方法 



途中巻き戻し脱スイッチをスト 
ラップ調節具の突起部で押すと、 
撮影途中の フィルムの 巻き戻しが 
できます。 

* 巻き戻し後の手順は、自動巻き戻しの場 
合と同じです。 
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HI …】 自勤フラッシュ括を 

(フラッシュ AUTO モード） 


<1|>赤目おぶ掩お（ランプ点な） 
(フラッシュ AUTO モード） 


日中フラッシュ巧を 
(フラッシュ ON モード） 


公セルフタイマー巧を 

(フラッシュ AUTO モード） 


巧ボートレート巧景巧を 

(フラッシュ ON モード） 


をフラッシュなしの巧を 

(フラッシュ OF F モード） 


十1 .51$ 出補正揭お 
(フランシュ OFF モード） 


逢ま撮を 

(フランシュ OF F モード） 
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モー ド切替えスイツチを押して、 
撮影 モー ド指標 （◄) をみマーク 
に合せます。 



シャッターボタンを巧すと赤目軽 
減ランプが点灯した後にフラッシ 
ュが発光して撮影が終わります。 

* 赤目経減ランプが,点灯してからフラッシ 
ュを光までは約 0.5 秒かかります。この間 
カメラを動かしたり、撮られる人が動か 
ないようごミ主意〈ださい。 

* 明るい巧ではフラッシュは発光しませ 
ん。 


赤目現象とは… 

暗い場所で人物のフラッシュ撮影をしたと 
きに、フラッシュ光が目の網膜に反がして目 
がホ〈輝いて写ることがあります。これをホ 
目現象といいます。 

このモードでは、赤目軽減ランブで瞳孔をル 
さくした上でフラッシュが発光しますので、 
ホ目現象の発生を轻減します。 


効果的な被写体 

暗い場巧での人物のフラッシュ撮影。 

* 赤目菌滅なまの度合いじは個人差があり 
ますが、ホ目現象を起こりに〈〈するに 
は、 


① 撮られる人に、視線をランブの方へまつ 
すぐに向けてもらう 

③ 撮りたい人になるベ〈近づいて撮影す 
る 

などして〈ださい。 







□ nnnnnn 

① □ □ □ □ □ 

② □□□□□□□□ 
<!)□□□□□□ 

④ n n n □ □ 


11. 口 ± フラッシュ巧 巧 7DDDDDCKJDD 



□□□□□□□□□ □□□□□□□ 






12. セルフタイマー巧巧 が □ □ □ □ □ □ 



DDDDDDDDDDDDDDD DDDDDDDDDDDDDDD 
□ □□□日 □□□□□□□□□□□□ 1の日 

□□□□□ □□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□a 
□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


□ □□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□ 

□ 00000000000000 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
DCFFDDDDDDDD 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□ 





13 > ポ — トレ— 卜巧ホ 巧 R 0 DDDDDCN3DD 



DDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□日 <▼)□ 巧□□日 

□ □□□□□ 


DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □ □ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □ □ 


nnnnnnn 

® □□□□□□□□□回 
@ 0 □□□□□□□□□□□ 

@ 0 □□□□□□□□□□□□□□ 
□ □ □ □ □ 







14. フラッシュなレの巧 巧 承 フラッシュ OFF モード 


効果的な被写体 

① フラッシュ使用が禁止されている場所で 
の撮影(美術館など） 

② 都会の夜景 
⑤日を時の風景 


スローシャッターによる握影 

シャッターをきれば、最長約1砂 
までのスローシャッターによるフ 
ラッシュ発光なしの撮影ができま 
す。 

* 暗い場巧ではシャッター速度が遅くなり 
ますので、カメラぶれを防ぐために云脚 
をご使用〈ださい。 


モード切替えスイツチを押して撮 
影モード指標 （▼) を承に合せま 
す。 





15. +1.5駐お王巧 BB DDDDDCFFDDD 


□ □ C D 

_I □ □ □ □ □ 

r □ □ □ □ □ 
r □ □ □ □ □ □ 
□□□□□□□ 
_— !□□□□□□ 


□①③③④⑤ 


□ □ 

□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 






16 b 巧ホ巧 i 4 □□□□□肝 □□□ 



DDDDDDDDDDDDDDD 

ddddddd(t)dj4dddd 
□ □ □ □ □ 



□□□□□□□□□□□□□ 


DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□a 
□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□ 



□ □ □ □ 


□ □□□□□□ 

® □□日 □ 

@日 □□□□□□□ 









* カメラから離れて撮影することができます 



リモコンの送信部をカメラの受信 
部に向けて、送信ボタンを押すと 
赤目軽減ランプが3抄間点減した 
後、シャッターがきれます。 

* 自動パワー OFF のが態では受信されませ 

* セルフタイマーかの全ての撮影モード 
で、リモコン撮影ができます。 


* 云脚をご巧用〈ださい。 

* 夏信可能距離は、約 5 m む巧（正面）です。 
* リモコン夏信部に太陽や堂光灯などの化 
が強〈当たっているとき、或いはインバ 
ーター式を化灯が近〈にあるときはリモ 
コン撮影できないことがあります。 
そのようなときは、セルフタイマー撮影 
するかカメラを移動させて〈ださい。 


リモコンの取付け方 


* おかす場合は、をの手順で巧ってください。 


* リモコンには電ミ也が入っています。 

撮影ができな〈なったら、電ミ也交換して 
〈ださし、。リモコン裏面にある小さな+ 
ネジ2本をかすとリモコンが2分割でき、 
電ミ也 ( CR 2025) 交換が可能です。 


乂警告 

爆発して大けがのを険があります。リモコ 
ンを义の中に入れたり、加熱しないでくだ 
さし、。 


* リモコンは、ストラップに取付けることができます。 







おもなた!策 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


形式 

:レンズシャッター式ズームレンズ付 Ar 全自勤3 5 mm カメラ. 

函面サイズ 

： 2 4 X 3 6 mm 

レンズ 

:コニカズームレンズ 38 mm F 3.6 〜110 mm F 1 0.6 (5 群6巧）、レンズカバー付 

バワースイッチ 

:巧巧0 N でレンズカバーが開きレンズが繰り出す、電お0 F F でレンズが収巧されレンズ 
カバーが閉じる、巧お0 N のまま約3分間巧イ乍をしないと自お的にパワー0 F F 

シャッター 

:絞り兼用プログラム電子シャッター、電抵レリーズ、約1秒〜約1/3 0 0秒 

焦点調節 

:ホか操ノンスキャンアクティブホ自お焦点、巧を巧囲： 0.8 m 〜の、巧影お围外レリーズ 
ロック（緑ランプ点減）、フォーカスロック可能、法景巧お可目目 

霖出詞を 

: CdS 受光ま子巧用のプログラム AE 、中央重点測光 

巧出违勤範囲 

: ( 1 SO 10 0) 干= 3 8 mm E V 4 〜 E V 16 ， f =110 m m E V 6 . 8 〜 E V 16 

フィルム感巧 

:自お設定 （1 S 02 已〜1 SO 320 0) 

ファインダー 

:実巧式ズームファインダー、才ートフォーカスフレーム、近2巨巧補正マーク、ファイン 
ダーわきにおランプ（点灯 ： AE • AF ロック、点が：お巧巧な告） 

フフ ツンユ 

:手ぶれお巧の低が度時に自動発光するフラッシュマチック構宿、連動範囲 • （1 SOI 0 0) 
f = 3 8 mm 0.8 m 〜 5.6 m , f =110 mm 0.8 m 〜 1.9 m , 発光間隔•わ 6 巧 










モード切替え：自動フラッシュ巧影、ホ目おみ巧を、日中フラッシュ} i お、セルフタイマー巧を、ポート 
レートを巧巧を、フラッシュなしの巧わ、 +1.5 巧出補正 ffl お、适ま巧巧のをモードを涅 
_巧可能（巧を表示"ネルに表示）__ 

セルフタイマー：巧子が、作お)時間•わ10巧、ホ目巧ぶランプがお7れ'巧お巧した巧にね3れ'巧点打、途中 
_お除可能 

リモコン ：ホか光利用のま用リモコンシステム、送信ボタンでおお、受信可能距離約 5 mW 内（正面）、 

__巧 ミせ CR 2 0 2 5 • 3 V _1個、電油ち命お10，_0 0 0回_ 

フィルムお送：巧おま、裏ぶたを閉じるとスタートする才ートローディング、自おをき上げ、フイルムお了 

_ で才ートリター _ン、 をき戻し終了後自お)停止、途中をき房し可能_ 

フィルムカウンター：扇さま、巧を表示バネルに表示 

才ートデート：巧县表示がデジタルウォッチ巧巧、2 0 4 9年までの年月日-日時み-月日年•日ち年を表 

_示、写し込みなしも選が可能、巧単位までな正可能、月差 -±9 0 巧が巧 

使用温を巧固：一10で〜+5 0で 



















